












  幼児期の遊びの代表的なものに鬼ごっこがある。鬼はジャンケンなどで決められ、他を

追い掛けることになる。「追う」「逃げる」といった形態は運動にとって基本的な形であり、

動きの基礎づくりには重要なものでもある。しかし、こうした昔ながらの遊びは、現代っ

子にとっては勝手の違う、疲れるものとしてとらえられ、必ずしも運動としての効果を期

待できるまでの動きをしてくれないこともある。こうした遊ぴの運動量を上げるための方

法を考察する。


